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「
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
を

目
指
し
た
取
り
組
み

▼
リ
ー
ス
方
式
に
よ
る
町
内
会
防
犯
灯

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
推
進
▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防

災
強
化
緊
急
３
カ
年
事
業
の
開
始
▼
水

槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
更
新
▼
消

防
署
大
正
出
張
所
の
耐
震
化
に
伴
う
改

修
▼
消
防
団
川
西
第
３
分
団
詰
所
の
耐

震
化
に
伴
う
改
築
▼
消
防
救
急
無
線
デ

ジ
タ
ル
化
に
向
け
た
実
施
設
計
―
な
ど

「
健
康
で
や
す
ら
ぐ
ま
ち
」
を

目
指
し
た
取
り
組
み

▼
障
害
者
の
職
場
体
験
実
習
▼
小
規
模

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
整
備
に

対
す
る
支
援
▼
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
施
設
な
ど
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
整

備
に
対
す
る
支
援
▼
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
の
策
定
に
向
け
た
ニ
ー

ズ
調
査
▼
市
民
相
互
に
よ
る
子
育
て
支

援
の
仕
組
み
で
あ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
の
開
始
▼
私
立
保

育
所
の
改
築
に
対
す
る
支
援
▼
へ
き
地

保
育
所
の
耐
震
補
強
▼
児
童
保
育
セ
ン

タ
ー
の
耐
震
診
断
と
改
築
な
ど
の
設
計

▼
小
規
模
事
業
所
な
ど
へ
の
が
ん
検

診
・
健
康
診
査
の
周
知
啓
発
―
な
ど

「
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
を

目
指
し
た
取
り
組
み

▼
農
業
・
食
料
・
工
学
を
包
括
す
る
学

会
開
催
の
支
援
▼
効
率
的
に
乳
用
雌
牛

を
増
頭
で
き
る
性
選
別
精
液
導
入
に
対

す
る
支
援
▼
食
育
推
進
サ
ポ
ー
タ
ー
講

座
の
実
施
▼
小
麦
乾
燥
調
製
施
設
整
備

に
対
す
る
支
援
▼
将
来
を
担
う
生
産
者

や
商
工
業
者
が
行
う
実
地
調
査
・
研
究

な
ど
に
対
す
る
支
援
▼
首
都
圏
の
飲
食

業
な
ど
に
対
す
る
、
レ
シ
ピ
集
を
活
用

し
た
十
勝
産
食
材
の
販
路
拡
大
▼
フ
ー

ド
バ
レ
ー
と
か
ち
ロ
ゴ
マ
ー
ク
商
標
権

の
取
得
▼
日
本
航
空
、
エ
ア
・
ド
ゥ
機

内
に
お
け
る
十
勝
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

▶高規格救急自動車の更新

▶夜間急病センターの移転改築
　（平成26年度より休日診療の開始）

▶�地元スーパーと連携した、十勝産食材への
フードバレーとかちロゴマークの掲示

一
般
会
計
の
収
支

　

平
成
25
年
度
の
決
算
額
は
、
歳
入
が

８
１
３
億
９
万
円
、
歳
出
が
８
０
３
億

５
０
８
万
円
、
差
引
額
は
９
億
９
５
０

１
万
円
で
し
た
。（
図
１
）

　

こ
の
差
引
額
に
は
、
平
成
25
年
度
中

に
事
業
が
完
了
し
な
か
っ
た
た
め
平
成

26
年
度
に
繰
り
越
し
た
事
業
の
財
源
１

６
６
６
万
円
も
含
ま
れ
て
い
て
、
こ
れ

を
除
い
た
実
質
的
な
黒
字
額
は
９
億
７

８
３
５
万
円
で
し
た
。（
表
１
）

一
般
会
計
の
歳
入
の
状
況

　

平
成
24
年
度
と
比
較
し
て
、
市
税
が

約
３
億
２
０
０
０
万
円
、
地
域
の
元
気

臨
時
交
付
金
な
ど
で
国
庫
支
出
金
が
約

13
億
１
０
０
０
万
円
、
地
域
介
護
・
福

祉
空
間
整
備
費
や
児
童
福
祉
施
設
整
備

補
助
事
業
費
の
増
加
な
ど
で
道
支
出
金

が
約
５
億
５
０
０
０
万
円
増
加
し
ま
し

た
。

　

一
方
で
、
地
方
交
付
税
が
約
３
億
８

０
０
０
万
円
減
少
し
た
ほ
か
、
中
小
企

業
振
興
融
資
貸
付
金
元
金
や
平
成
24
年

度
に
帯
広
の
森
陸
上
競
技
場
の
改
修
が

終
了
し
た
こ
と
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興

く
じ
助
成
金
の
減
少
な
ど
で
、
諸
収
入

が
約
７
億
円
減
少
し
ま
し
た
が
、
歳
入

全
体
で
は
、
約
３
億
円
の
増
加
と
な
り

ま
し
た
。（
図
１
）

一
般
会
計
の
歳
出
の
状
況

　

平
成
24
年
度
と
比
較
し
て
、
障
害
者

自
立
支
援
給
付
費
や
地
域
介
護
・
福
祉

空
間
整
備
費
の
増
加
な
ど
で
民
生
費
が

約
８
億
円
、
学
校
施
設
耐
震
化
事
業
費

や
学
校
給
食
調
理
場
建
設
費
の
増
加
な

ど
で
教
育
費
が
約
11
億
５
０
０
０
万
円

増
加
し
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
公
債
費
が
約
12
億
５
０
０

０
万
円
、
新
設
改
良
舗
装
整
備
費
や
降

雪
量
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
市
道
除

雪
費
の
減
少
な
ど
で
土
木
費
が
約
６
億

９
０
０
０
万
円
減
少
し
た
た
め
、
歳
出

全
体
で
は
、
約
１
億
４
０
０
０
万
円
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。（
図
１
）

特
別
会
計
の
収
支

　

市
の
会
計
に
は
、一
般
会
計
の
ほ
か
、

国
民
健
康
保
険
会
計
や
介
護
保
険
会
計

な
ど
９
つ
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

　

特
別
会
計
は
、
利
用
者
が
負
担
す
る

保
険
料
や
使
用
料
な
ど
が
主
な
財
源

で
、
収
入
と
支
出
の
関
係
を
明
確
に
す

る
た
め
、
一
般
会
計
と
区
別
し
て
経
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
別
会
計
の
決
算

額
は
、
表
１
の
と
お
り
で
す
。

　
決
算
は
９
月
24
日
か
ら
開
催
の
定
例
市
議
会
で
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
水
道
事
業
会
計
と
下
水
道
事
業
会
計
の
平
成
25
年
度
決
算
は
、
10
、
11
頁
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　
財
政
課
（
市
庁
舎
５
階
、
☎
65
・
４
１
０
６
）

決
算
と
財
政
状
況

平
成
25
年
度
の
各
会
計
決
算
と
主
な
取
り
組
み

平
成
25
年
度
に
新
た
に
実
施
し
た
主
な
施
策

 「
第
六
期
帯
広
市
総
合
計
画
」
の
体
系
に
基
づ
き
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

図１　一般会計の歳入・歳出

総額813億9万円
〔2億9769万円⬆〕

歳 

入
総額803億508万円歳 

出 〔1億4358万円　〕

市税   213億4315万円
市民や法人が納めた税金
〔3億2367万円⬆〕

国庫支出金   141億8244万円
国から配分されたお金
〔13億1022万円⬆〕

道支出金   47億7271万円
道から配分されたお金
〔5億5450万円⬆〕

民生費   296億6165万円
福祉や生活保護など
〔8億316万円⬆〕

教育費   88億2579万円
学校教育や生涯学習
〔11億5262万円⬆〕

その他   64億4056万円
議会や消防など〔2億9575万円⬆〕

衛生費   45億8701万円
予防接種やごみ処理など〔1億7649万円⬆〕

差し引き 9億9501万円

※〔  〕内は前年度比　※歳出の各項目には、関係する職員の給与費を含めています。

地方交付税   152億4969万円
国から交付されたお金
〔3億8386万円　〕

諸収入   104億733万円
貸したお金の返済金や
給食費など
〔7億21万円　〕

市債   83億355万円
長期的な借入金〔1億7973万円　〕

公債費   97億4540万円
借りたお金の返済金
〔12億5170万円　〕

商工費   84億1301万円
産業、観光などの振興
〔3億5044万円　〕

土木費   57億4419万円
道路や公園などの整備
〔6億8849万円　〕

総務費   39億2673万円
庁舎管理や防災など〔8865万円　〕

農林水産業費   29億6074万円
農業振興や土地改良事業など〔1億9232万円　〕

その他   70億4122万円
施設の使用料や財産収入など
〔6億2690万円　〕

表１　一般会計と特別会計の決算
会計区分 歳入 歳出 翌 年 度 繰 越

事 業 財 源 実質収支
一般会計 813億9万円 803億508万円 1666万円 9億7835万円

特
別
会
計

国民健康保険会計 189億5890万円 185億8893万円 3億6997万円
後期高齢者医療会計 19億7638万円 19億200万円 7438万円
介護保険会計 117億7670万円 116億5912万円 1億1758万円
中島霊園事業会計 5543万円 5543万円
簡易水道事業会計 4985万円 4985万円
農村下水道事業会計 1億2060万円 1億2060万円
ばんえい競馬会計 121億5177万円 120億5219万円 9958万円
駐車場事業会計 1億163万円 1億163万円
空港事業会計 5億360万円 5億357万円 3万円
合　　計 1269億9495万円 1253億3840万円 1669万円 16億3986万円
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▼
商
店
街
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
対
す

る
支
援
▼
工
業
団
地
に
立
地
し
た
企
業

に
対
す
る
支
援
▼
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

見
直
し
に
向
け
た
地
域
産
業
経
済
の
実

態
調
査
▼
幸
福
駅
駅
舎
の
改
築
と
周
辺

施
設
整
備
▼
映
画
「
銀
の
匙さ
じ

」
ロ
ケ
地

マ
ッ
プ
の
作
成
・
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の

招し
ょ
う
へ
い
聘
―
な
ど

「
自
然
と
共
生
す
る
ま
ち
」
を

目
指
し
た
取
り
組
み

▼
新
た
な
し
尿
処
理
施
設
整
備
事
業
計

画
認
可
変
更
に
対
す
る
負
担
▼
旧
六
中

グ
ラ
ウ
ン
ド
跡
地
に
お
け
る
環
境
配
慮

型
住
宅
に
よ
る
低
炭
素
街
区
構
築
の
た

め
、
事
業
実
施
者
の
選
定
―
な
ど

「
快
適
で
住
み
よ
い
ま
ち
」
を

目
指
し
た
取
り
組
み

▼
市
営
住
宅
（
大
空
団
地
３
街
区
・
光

１
）
の
除
却
及
び
建
て
替
え
に
向
け
た

基
本
実
施
設
計
―
な
ど

「
生
涯
に
わ
た
る
学
び
の
ま
ち
」
を

目
指
し
た
取
り
組
み

▼
栄
小
学
校
の
改
築
▼
小
学
校
校
舎
の

耐
震
補
強
▼
小
中
学
校
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
改
修
▼
小
中
学
校
の
教
育
用
・
校
務

用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
機
器
の
更
新
▼
啓
西

小
学
校
屋
内
プ
ー
ル
の
一
般
開
放
の
開

始
▼
日
本
学
生
氷
上
競
技
選
手
権
大
会

の
開
催
に
対
す
る
支
援
▼
新
た
な
総
合

体
育
館
整
備
に
向
け
た
基
本
調
査
▼
動

物
園
開
園
50
周
年
記
念
事
業
―
な
ど

「
思
い
や
り
と
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
」
を

目
指
し
た
取
り
組
み

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
診

断
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
診
断
及
び

実
施
設
計
▼
松
崎
町
姉
妹
都
市
締
結
35

周
年
を
記
念
し
た
相
互
訪
問
―
な
ど

「
自
立
と
協
働
の
ま
ち
」
を

目
指
し
た
取
り
組
み

▼
議
会
傍
聴
者
向
け
の
幼
児
の
一
時
預

か
り
の
開
始
―
な
ど

▶�遊休市有地を太陽光発電事業用地として長
期貸付

▶新たな学校給食調理場の着工
▶�スワード市姉妹都市締結45周年を記念した
帯広市での壁画の共同制作

▶�エスタ帯広東館２階の戸籍住民課分
室の移設とパスポート発行業務の開始

帯
広
市
の
財
政
状
況

　

各
自
治
体
の
財
政
状
況
を
比
較
す
る

資
料
に
、
健
全
化
判
断
比
率
と
財
務
諸

表
が
あ
り
ま
す
。

健
全
化
判
断
比
率
が
示
す

財
政
の
健
全
さ

　

自
治
体
全
体
の
財
政
状
況
を
把
握
し

明
ら
か
に
す
る
た
め
、
財
政
健
全
化
法

に
よ
る
４
つ
の
指
標
の
公
表
が
各
自
治

体
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

実
質
赤
字
比
率
と
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

普
通
会
計
（
※
１
）
の
実
質
的
な
赤

字
額
が
、
市
の
標
準
的
な
収
入
に
対
し

て
ど
の
く
ら
い
の
割
合
に
な
る
の
か
を

示
す
指
標
が
実
質
赤
字
比
率
で
す
。
こ

れ
に
、
特
別
会
計
や
企
業
会
計
も
含
め

た
指
標
が
連
結
実
質
赤
字
比
率
で
す
。

い
ず
れ
も
、平
成
25
年
度
は
黒
字
で
す
。

実
質
公
債
費
比
率
と
将
来
負
担
比
率

　

実
質
公
債
費
比
率
は
、
一
般
会
計
な

ど
が
負
担
す
る
長
期
の
借
入
金
の
返
済

や
、
そ
れ
に
準
ず
る
支
出
が
、
市
の
標

準
的
な
収
入
に
対
し
て
ど
の
く
ら
い
の

割
合
に
な
る
の
か
を
示
す
指
標
で
す

（
過
去
３
カ
年
平
均
）。
家
計
簿
に
例
え

る
と
、
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
返
済
額
の

合
計
が
年
収
に
占
め
る
割
合
に
な
り
ま

す
。（
図
２
）

　

将
来
負
担
比
率
は
、
一
般
会
計
な
ど

が
抱
え
る
実
質
的
な
負
債
の
残
高
が
、

市
の
標
準
的
な
収
入
に
対
し
て
ど
の
く

ら
い
の
割
合
に
な
る
の
か
を
示
す
指
標

で
す
。
家
計
簿
に
例
え
る
と
、
住
宅
ロ

ー
ン
な
ど
の
借
入
金
の
残
高
が
、
現
在

の
年
収
の
何
％
に
な
る
か
を
示
す
割
合

に
な
り
ま
す
。（
図
２
）

　

市
の
平
成
25
年
度
の
財
政
状
況
は
い

ず
れ
も
早
期
健
全
化
基
準
（
※
２
）
を

下
回
っ
て
い
ま
す
。

※
１　

普
通
会
計

　

全
国
の
自
治
体
の
財
政
状
況
を
比
較

す
る
た
め
の
会
計
の
基
準
で
す
。
帯
広

市
で
は
一
般
会
計
に
中
島
霊
園
事
業
会

計
と
空
港
事
業
会
計
を
加
え
た
も
の
で

す
。

※
２　

早
期
健
全
化
基
準

　

財
政
破
綻
を
防
止
す
る
た
め
に
設
け

ら
れ
た
危
険
水
準
を
表
し
た
も
の
で

す
。
４
つ
の
健
全
化
判
断
比
率
の
う
ち

一
つ
で
も
基
準
値
を
上
回
る
と
、
財
政

健
全
化
計
画
を
定
め
、
財
政
の
健
全
化

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

企
業
会
計
の
視
点
か
ら
見
た

帯
広
市
財
政

　

現
行
の
現
金
主
義
に
よ
る
会
計
処
理

を
補
完
す
る
た
め
、
民
間
の
企
業
会
計

的
な
発
生
主
義
や
複
式
簿
記
の
考
え
方

に
基
づ
い
た
「
貸
借
対
照
表
」、「
行
政

コ
ス
ト
計
算
書
」、「
純
資
産
変
動
計
算

書
」、「
資
金
収
支
計
算
書
」
の
４
つ
の

財
務
諸
表
を
１
年
遅
れ
で
作
成
し
て
い

ま
す
。

　

財
務
諸
表
で
は
、
公
正
な
評
価
に
よ

る
資
産
や
負
債
の
蓄
積
状
況
の
ほ
か
、

減
価
償
却
費
な
ど
実
際
に
現
金
の
支
出

を
伴
わ
な
い
隠
れ
た
コ
ス
ト
も
把
握

し
、
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

貸
借
対
照
表
か
ら
見
た

財
政
状
況

　

４
つ
の
財
務
諸
表
の
う
ち
、
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
（
Ｂ
Ｓ
）
と
呼
ば
れ
る
貸
借

対
照
表
を
見
る
と
、
市
が
所
有
し
て
い

る
施
設
な
ど
の
資
産
価
値
や
、
こ
れ
か

ら
返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
地
方
債

な
ど
の
負
債
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か

が
分
か
り
ま
す
。（
表
３
）

　

市
民
１
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、

資
産
は
約
２
１
８
万
円
、
負
債
は
約
65

万
円
、
純
資
産
は
約
１
５
３
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

財
務
諸
表
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
も
公
表
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
の
帯
広
市
の
財
政

　

帯
広
市
の
財
政
は
、
健
全
化
判
断
比

率
や
資
産
に
占
め
る
純
資
産
の
割
合
な

ど
か
ら
み
て
、
健
全
な
状
況
を
維
持
し

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
高
齢
化
の
進
展
な
ど
に
伴

い
、
社
会
保
障
に
か
か
る
費
用
が
増
加

を
続
け
て
い
る
ほ
か
、
公
共
施
設
の
老

朽
化
に
も
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
一

方
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税

が
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の

財
政
運
営
は
厳
し
さ
を
増
す
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
限
ら
れ
た
財
源
の
な

か
で
、
政
策
・
施
策
評
価
と
予
算
の
連

動
を
す
す
め
る
こ
と
に
よ
り
、
課
題
の

重
要
度
や
優
先
度
を
見
極
め
な
が
ら
、

各
種
施
策
に
取
り
組
み
、
第
六
期
帯
広

市
総
合
計
画
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

表３　平成24年度帯広市普通会計財務諸表

図２

貸借対照表（ＢＳ）……市が所有している施設などの資産価値やこれから返済しなければ
ならない地方債などの負債、すでに返済を終えた純資産がどの程度あるか表したもの

実質公債費比率の推移

早期健全化基準　25.0％

平成25年度　 10.0％
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将来負担比率の推移

早期健全化基準　350.0％

平成25年度　 113.5％
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資産の部（年度末に所有している資産の価値） 負債の部（これから返済していく金額）
平成24年度 平成24年度

１
金
融
資
産

（1）資金 5億5374万円 １
流
動
負
債

（1）賞与引当金 5億1932万円

（2）債権
　未収金、貸付金など 24億7051万円 （2）地方債（短期）等

　翌年度償還予定地方債など 83億3343万円

（3）有価証券 2億7483万円 ２
非
流
動
負
債

（1）地方債
　翌々年度以降償還予定地方債 883億9252万円

（4）投資等
　出資金、基金・積立金など 163億7693万円

（2）借入金 1億3111万円

（3）引当金等
　退職手当引当金など 118億7839万円

２
非
金
融
資
産

（1）事業用資産
　 庁舎、学校、保育所、体育施設、

市営住宅など
1326億760万円

負債合計 1092億5477万円

純資産の部（これまでに返済を終えた金額）
平成24年度

（2）インフラ資産
　道路、公園など 2150億6288万円 純資産合計 2580億9172万円

資産合計 3673億4649万円 負債・純資産合計 3673億4649万円

市民一人当たり換算（平成24年度末の住民基本台帳人口で換算）
資産の部 平成24年度 負債の部 平成24年度

資金 3283円 流動負債 5万2483円

債権 1万4646円 非流動負債 59万5229円

有価証券 1629円 負債合計 64万7712円

投資等 9万7090円 純資産の部 平成24年度

非金融資産 206万1149円 純資産 153万85円

資産合計 217万7797円 負債・純資産合計 217万7797円

年度末人口 16万8678人


